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<研究概要>

A)テナガザル類の生物地理学的ならびに医生物学的研
究

平井啓久,宮部貴子 (人類進化モデル研究センター),

WijayantoH.(ガギヤマダ大学講師),perwitasari-Farajallah

D.(ボゴール農科大学講師)
インドネシア･中央ジャワの動物園においてシャーマ

ンおよびボルネオシロヒゲテナガザル (合計 14個体)

の血液採取,染色体標本作製,DNA抽出ならびに血液生

化学的分析を行った.並行して麻酔の質の向上を目指

した方法の検討 (麻酔薬の併用,麻酔効果の評価)も予
備的に行った.個体の外部形態および毛色撮影写真か

ら柾を同定し,現在迫伝的解析を行っている.

B)アフリカ大型類人猿に特異的に見られる反復配列の

進化

平井啓久

fbtlAJSおよび GorL'lla属に特異的にみられる反復配列

を,出火栃の全系統において網羅的に解析した.その結

凪 小型析人猿の-グループだけが,その配列を持つこ
とを確認した.

C)スマ トラ島におけるアジルテナガザルの野外調査

香田啓比,親川千紗子,Rizaldi,田中俊明 (梅光学院大

学),村井勅裕

インドネシア,西スマ トラ州パダン市近郊のLimau

Manisにおいてアジルテナガザルを対象とした野外調査

を2004年より行っている.

D)テナガザル音声を指標とした生物地理学的解析

香田啓i'I,親川千紗子,田中俊明,村井勅裕,杉浦秀樹

野生アジルテナガザルを対象として,音声の変異性

を音響学的に分析することにより,音声の変異が生み

出されるプロセスやメカニズムについて生物地理学的

な視点から検討を行っている.

E)テナガザルの音声発達調査

香田啓貴,親川千紗子,加藤朱美,早川祥子,Mootonick

A.(テナガザル保全センター),正高信男
日本モンキーセンターにおいて音声の発達調査を継

続して行っている.またカリフォルニア州テナガザル

保全センターにおいても同様の発達調査をおこなつて

いる.

F)テナガザルの歌発声メカニズムに関する研究

香田啓資,西村剛,正高信男

テナガザルの種特異的な音声が発声される形態学的,

音響物理学的基盤の解明に向けて分析を行っている.

G)ユーラシア大陸における新第三紀のオナガザル上科
霊長類の進化に関する研究

高井正成,西村剛,ThaungHtike,ZinMaungMaungThe主n,
伊藤毅

ユーラシア大陸におけるオナガザル上科の進化プロ

セスを古生物学的観点から研究している.特に中央ユ

ーラシアで見つかっているParapresbytt'S(コロブス亜科),

ユーラシア大陸の広域で見つかっている大型オナガザ

ル亜科 (procynocephalusとparadolt'chopt'thecus),束ユー
ラシアで見つかっているマカク類などに関して古生物

学的な解析を行っている.

H)スマ トラ中部における霊長類保全のための研究

波速邦夫,Rizaldi
インドネシア西スマ トラ州およびリアウ州ジャンビ

州において,各種霊長類や大中型は乳類の分布変速の

様子を明らかにすることを目的として,現地住民-の
聞き取り調査を行った.
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報告

1) BakarA,Rizaldi,KamilarNS,Watanabe,K.
(2007)Distributionorlarge-andmedium-sized
mammalsinSumatraTstand,Indonesia.AnnualReport
orProNaluraFund16:13ト141.

2) 波浪邦夫 (2007)ロー レリン ドウ国立公園の失敗 :

混迷するイン ドネシアの自然保護政策と住民の自

治 ｢ワイル ドライフフォーラム｣ll(3-4):71-83.

3) 披逸邦夫 (2007)道具を使 うサルたち ｢霊長類進化

の科学｣:1291138.

苛む (分担執畢)

1) 香田啓粒 (2007)霊長規の音声とコミュニケーショ

ン ｢霊長類進化の科学｣ (霊長頬研究所柄編)

p.175-189京都大学学術出版会.

2) 平井啓久 (2007)典色体進化から見えること ｢盃長

類進化の科学｣ (京都大学霊長類研究所編)

p.425440京都大学学術出版会.

3) 室山泰之,鈴木克哉 (2007)ヒトとサルの生活空間

と境界の うつ りかわり ｢霊長類進化の科学 ｣ (京

都大学霊長類研究所編)p.114-127(第Ⅱ部第3章(3))
京都大学出版会.

4) 高井正成 (2007)サルの生まれた日 ｢霊長頬進化の

科学｣(京都大学霊長析研究所編)p.15-28京都大学
学術出版会.

5) 田中洋之 (2007)テナガザル亜種 ･種分化の分子系

統分析 ｢霊長類進化の科学｣ (京都大学霊長類研

究所編)p.450-464京都大学学術出版会.
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共同利用研究会 ｢アジア霊長類の生物多様性 と進

化｣ (2007/03,犬山).

ll)高井正成,エフジェニー･マシェンコ,西村剛,名取

真人 (2007)ユーラシア大陸における絶滅 したオ
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